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第４章．ソフトウエア

                           《注》ＷＩＮＤＯＷＳ９８対応： 特に断りのない限り、

                                                           ＷＩＮＤＯＷＳ９５用ソフトが

                                                           そのまま使用できます。

4-1. インストール

 　製品添付のソフトウエアは３.５インチ（１.４４ＭＢ）フロッピーまたはＣＤに圧縮された形で

 格納されており、同メディア内のインストーラ“ＩＮＳＴＡＬＬ．ＥＸＥ”の実行により展開され

 ます。　なお内容については充実・改良の目的で後日、追加・変更も有り得ます。　重要な変更に

 ついては同メディア内のドキュメントファイルに記すこととします。

　操作手順／ＦＤＤの場合　　        ◆インストール元：Ａドライブ、

　　　　　　　　　　                ◆インストール先：Ｃドライブ（ＨＤＤ）

　        （□はスペース）　　　　　　　　　　　　　　　　　              の場合で例示。

　　　　　　　　　　　              C:¥WINDOWS＞CD¥【ENTER】

　　　　　　　　　　　              C:¥＞A：INSTALL□A：□C：【ENTER】

　操作手順／ＣＤＲＯＭの場合　　　　◆インストール元：Ｄドライブ（ＣＤＲＯＭ）

　　　　　　　　　　                ◆インストール先：Ｃドライブ（ＨＤＤ）

　　　　　 （□はスペース）　　　　　　　　　　　　　　　　               の場合で例示。

　　　　　　　　　　　              C:¥WINDOWS＞CD¥:【ENTER】

　　　　　　　　　　　              C:¥＞CD□D:￥INSTALL￥ISA￥DA￥TDA752【ENTER】

                                    C:¥＞D:INSTALL□D:□C:【ENTER】

　　　　　　　　　　各プログラムグループ（Ｃ，ＢＡＳＩＣ等）ごとにインストール実行

                  の有無を問うてきますから、【Ｙ】＝ｙｅｓ，【Ｎ】＝ｎｏ，で答える

                  だけで作業が進みます。

　　　　　　《注》　ＭＳ－ＤＯＳの環境変数“ＣＯＭＳＰＥＣ”が設定されていないか、

                  または正常に設定されていないと本インストール・プログラムの作業が

                  途中で停止してしまいます。　実行前に確認、または設定しておいてく

                  ださい。

　　　　　　　　 ＝ 設定例 ＝　ＣＯＭＭＡＮＤ．ＣＯＭがＣドライブの￥にある場合、

　　　　　　　　               ＞SET□COMSPEC＝C：￥COMMAND.COM【ENTER】

　　　　　　　　　　全ファイルをインストールした場合のディレクトリ構造は図４－１の

　　　　　　　　　ようになります。
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　　　　　￥           図４－１．インストール後のディレクトリ       ★ 本図は原形です。

　　　　　｜                                                         充実・改良の目的で後日の追加・変更も

　　ＭＳＣＩＥＮＣＥ                                                 有り得ます。

          ｜

　　　　　｜

　　　　　｜－－ＢＯＡＲＤＴＳＴ－－－－７５２ＱＢ１．ＥＸＥ：　本ボードの試運転・動作確認用プログラム

　　　　　｜　　　　　　　　　　　｜－－７５２ＱＢ１．ＣＯＭ：　英語モードに切り替えた後、ＥＸＥを実行する

　　　　　｜

　　　　　｜－－ＳＭＰ７５２Ｃ－－－－－ＭＩＣＲＯＳＦＴ．Ｈ：　ＭＳ－Ｃ用ヘッダファイル

　　　　　｜　（各種Ｃサンプル）　｜－－ＢＯＲＬＡＮＤ．Ｈ ：　ＴＵＲＢＯ－Ｃ，ＢＯＲＬＡＮＤ用ヘッダファイル

　　　　　｜　　　　　　　　　　　｜

　　　　　｜　　　　　　　　　　　｜－－ＩＮＴ７５２．Ｃ　　：外部割り込み入力時にＤＡ出力動作

　　　　　｜　　　　　　　　　　　｜－－ＧＰＰ７５２．Ｃ　　：最も簡単な２ｃｈ汎用ＤＡ出力動作

　　　　　｜　　　　　　　　　　　｜－－ＭＳＶ７５２．Ｃ    ：複数ボードの同期ＤＡ出力動作

　　　　　｜

　　　　　｜－－ＳＭＰ７５２Ｂ－－－－－７５２ＱＢ１．ＢＡＳ：　Ｑｕｉｃｋ－Ｂａｓｉｃ（４.５）用サンプル

　　　　　｜　（ＢＡＳＩＣサンプル）

　　　　　｜

          ｜――ＳＭＰ７５２ＶＢ――――ＳＭＰ７５２．ＶＢＰ：プロジェクト

                （Ｖｉｓｕａｌ）    ｜―ＤＲＩＶＥＲ．ＦＲＭ：ドライバ関連フォーム

                （ＢＡＳＩＣ用）    ｜―ＳＭＰ７５２．ＦＲＭ：メインフォーム

                （サンプル    ）    ｜－    ＭＯＤＥ．ＦＲＭ：モード設定フォーム

                                    ｜―ＤＲＶＤＬＬ．ＢＡＳ：汎用ＩＯ制御ドライバ定義

                                    ｜―ＴＤＡ７５２．ＢＡＳ：ハードウエア定義

            

 【追伸】   ＶＢサンプルで使用するＷＩＮＤＯＷＳ版のＩ／Ｏ実行ＤＬＬ／デバイスドライバは

          当作業ではインストールされません。  ＷＩＮＤＯＷＳ９５・９８用はＷｉｎ９５フォ

          ルダにあり、ＷＩＮＤＯＷＳ ＮＴ用はＷｉｎＮＴフォルダ中にあります。

 《ＷＩＮＤＯＷＳ９５・９８用》

      インストーラはありません。  手作業で適切なフォルダにコピーしてください。

    ◆汎用ドライバ類の所在は、ドライバ本体： ￥ＷＩＮ９５￥ｓｙｓ￥ｐｔａ９５＿０．ｖｘｄ

                              汎用のＤＬＬ： ￥ＷＩＮ９５￥ＤＬＬ￥ａｃｃｓ＿９５．ｄｌｌ

                              ドライバ説明： ￥ＷＩＮ９５￥ＤＯＣ￥ｒｅａｄｍｅ．ｔｘｔ

         （ＣＤＲＯＭの場合）￥ＩＮＳＴＡＬＬ￥Ｄｒｉｖｅｒ￥Ｗｉｎ９５です。

    ◆コピー先は：  ＤＬＬはＷＩＮＤＯＷＳ９５のフォルダに、ＶＸＤはＷＩＮＤＯＷＳ９５の

                  システムフォルダです。

 《ＷＩＮＤＯＷＳ ＮＴ 4.0 用》

       インストールは添付のインストーラで行いますが、このとき同時にドライバの設定ユーティ

     リティ、サンプルプログラムもインスト―ルされます。

    ◆汎用ドライバ類の所在は、インストーラ：￥ＷｉｎＮＴ￥Ｓｅｔｕｐ．ｅｘｅ

                              ドライバ本体：￥ＷｉｎＮＴ￥Ｓｙｓ￥ＮｔＰｔａ＿？．ｓｙｓ

                              汎用のＤＬＬ：￥ＷｉｎＮＴ￥ＤＬＬ￥Ｐｏｒｔ＿ｎｔ．ｄｌｌ

                ドライバ設定ユーティリティ：￥ＷｉｎＮＴ￥Ｄｏｃ￥Ｒｓ＿ｒｅｇ．ｅｘｅ

                              説明ファイル：￥ＷｉｎＮＴ￥Ｄｏｃ￥Ｒｅａｄｍｅ．ｔｘｔ

          （ＣＤＲＯＭの場合）￥ＩＮＳＴＡＬＬ￥Ｄｒｉｖｅｒ￥ＷｉｎＮＴです。

     【注１】？＝０～１５

【注２】   ドライバとＤＬＬは無指定でＮＴ所定のフォルダにインストールされますが、
 ユーティリティとサンプルプログラムは前もってインストール先のフォルダを

 用意しておき、インストール実行時に指定します。
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4-2. Ｑｕｉｃｋ－Ｂａｓｉｃのサンプル

　Ｑｕｉｃｋ－Ｂａｓｉｃ（４.５）用のサンプルプログラム“７５２ＱＢ１．ＢＡＳ”は基本的

なＢＡＳＩＣ文のみによる使用例です。　なお本プログラムの実行形式“７５２ＱＢ１．ＥＸＥ”

は試運転・動作確認用にもなります。　コーディングの詳細は同ソースのリストを御覧ください。

　　　　　　　　　 　図４－２．“７５２ＱＢ１．ＢＡＳ”のフロ－概要

　　　　 　ＲＵＮ

　　 ボードアドレス設定　　◆Ｉ／Ｏベースアドレス

　　　 　　　　　　　　　　

　　　　　メニュー

                        単独更新出力                                              即時出力

                      （Ｉｎｄｉｖｉｄｕａｌ）     ◆各チャンネルＤＡ出力データ    （単独）

　　　　　　　　　　　  同期更新出力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        即時出力

　　　　　　　　　　 （Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚｅｄ）  ◆２チャンネルＤＡ出力データ　　（同期）

　　　　　　　　　　　  ４ＢＩＴデジタル入出力　　　　　　　　　　　　　　　 　  ４ＢＩＴ入力

　　　　　　　　　　　（Ｄｉｇｉｔａｌ－Ｉ／Ｏ）　                               ４ＢＩＴ出力

                       ＤＡ強制０ｖ出力

                         （Ｔｕｒｎ ｔｏ ０ｖ）    ◆ソフト的リセット。

　　　　　　　　　　　　   終了（Ｅｘｉｔ）        ◆プログラムの終了。
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4-3. Ｃのサンプル

  ①単純な２チャンネルＤＡ即時更新出力、②外部割り込み入力によるＤＡ更新出力、および③複数

ボード（ここでは２枚＝４チャンネル）のＤＡ同期更新出力例を示します。

  以下にアルゴリズムの概要を記します。　具体的にはソースリスト【＊．Ｃ】を御参照ください。

　　　　　図４－３Ａ．汎用２チャンネルＤＡ動作【ＧＰＰ７５２．Ｃ】

　　　　　　　　　　　初期化　　　　◆ボード・リセット（ＤＡ出力＝両チャンネル共０ｖ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆ＤＡデータ・コード（バイナリ、または２の補数）

　　　　　　　　　　 動作条件設定　　 ◆ＤＡデータ更新モード（２チャンネル同期）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆分解能・出力範囲

                                      ◇外部制御設定

　　　　　　　　　　 ２チャンネル

　　　　　　　　　　 ＤＡデータ　　　 ◆データ書き込み（＝更新出力）

　　　　　　　　　　 更新出力

                                      ◇  複数ボード同期更新（マスタスレーブ）動作【ＭＳＶ７５２．Ｃ】の場合は

                                        各ボードごとに外部制御設定（３－４項）を行っておき、マスタボードのＤＡ

                                        チャンネル０出力データを最後に書き込む手順とします。  ハード的にはマス

                                        タボードの【ＵＰＤ－ＯＵＴ】出力をスレーブボードの【ＵＰＤ－ＩＮ】入力

                                        に接続しておきます。

　　　　　図４－３Ｂ．外部割り込み入力によるＤＡ更新出力【ＩＮＴ７５２．Ｃ】

　　　　　　　　　　  初期化　　　　　 ◆ボード・リセット（ＤＡ出力＝両チャンネル共０ｖ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◆ＤＡデータ・コード（バイナリ、または２の補数）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◆ＤＡデータ更新モード（２チャンネル同期）

　　　　　　　　　 動作条件設定　　　　◆分解能・出力範囲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◆外部制御・割り込み設定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　       割り込み      ２チャンネル     ◆割り込みサブルーチン

　　　　　　　　　　　                     ＤＡデータ

                                           更新出力

            Ｎｏ     指定回数

　　　　　　　　　　 更新実行　　　     ◆指定回数の更新出力終了待ち

　　　　　　　　　　 終了？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆停止操作：【ＥＳＣＡＰＥ】キイ

                          Ｙｅｓ

                       終了
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 4-4．Ｖｉｓｕａｌ Ｂａｓｉｃ（32BIT 版）のサンプル

   ＷＩＮＤＯＷＳ９５・９８、またはＮＴ上で本ボードの機能を一通り動作させてみるものです。

   Ｖｉｓｕａｌ Ｂａｓｉｃ（4.0）で作成されており、ＶＢ（5.0／6.0）でも動作します。

   あらかじめ当社提供のＷＩＮＤＯＷＳ９５・９８・ＮＴのドライバ、およびインタフェース用の

 ＤＬＬがインストールされている前提です。  なお本サンプルプログラム中の制御には割り込みを

 使用していません。    割り込みリソースをドライバに登録した場合は外部割り込み入力を要因に

 選択して（単に動作確認のため）発生回数を表示するだけです。

   またＷＩＮＤＯＷＳ９５・９８の場合で割り込みを使用しないときはドライバのインストールが

 不要です。（９５・９８でのＩ／Ｏ操作はＤＬＬが直接ハードウエアにアクセスするため）

   表４－７．

    ソフトウエア要素 ＯＳ         使用するモジュール／ファイル

９５

(98)

 ｐｔａ９５＿０．ｖｘｄ

 ａｃｃｓ＿９５．ｄｌｌ
 デバイスドライバ、および

 インタフェースＤＬＬ

ＮＴ

(4.0)

 ＮｔＰｔａ＿？ｓｙｓ  （？：０～１５任意の整数）

 ｐｏｒｔ＿ｎｔ．ｄｌｌ

 Ｖｉｓｕａｌ Ｂａｓｉｃ

 サンプルプログラム

 モジュール構成

95･98

ＮＴ

共通

 ｓｍｐ７５２．ｖｂｐ  （プロジェクト）

 ｓｍｐ７５２．ｆｒｍ  （メインフォーム）

     ｍｏｄｅ．ｆｒｍ  （モード設定フォーム）

 ｄｒｉｖｅｒ．ｆｒｍ  （ドライバ関連フォーム）

 ｄｒｖｄｌｌ．ｂａｓ  （ＤＬＬ定義）

 ｔｄａ７５２．ｂａｓ  （ハードウエア定義）

   本サンプルプログラムソースはＷＩＮＤＯＷＳ９５・９８／ＮＴ共通ですが、使用するＤＬＬが

 異なるのでＤＬＬ関数定義用の標準モジュール（drvdll.bas）先頭で、

     ＃Ｃｏｎｓｔ ＤＲＩＶＥＲ＝“Ａｃｃｓ＿９５”    ‘９５・９８の場合（デフォルト）

   ‘＃Ｃｏｎｓｔ ＤＲＩＶＥＲ＝“Ｐｏｒｔ＿Ｎｔ”    ‘ＮＴ 4.0 の場合

 の定義を条件コンパイルで対応、ＷＩＮＤＯＷＳ９５・９８／ＮＴでは関数名が異なるＯＰＥＮ／

 ＣＬＯＳＥをＡｌｉａｓ機能を使用してプログラム本文中では同一名で扱えるようにしています。

   さらにＯＰＥＮ操作はＷＩＮＤＯＷＳ９５・９８／ＮＴの各ＤＬＬではパラメータが異なります

 から、ｆｒｍＭａｉｎのＬＯＡＤイベント中で対応したパラメータをｃｂｏＤｒｖＰａｒａｍに

 セット、その値を元にＯＰＥＮ関数のパラメータとしています。

《操作方法》    あらかじめ本ボード設定したリソース（Ｉ／Ｏアドレス）を確認しておきます。

              操作手順は①ドライバのオープン、②ボードのリソース設定、③以後はボードの

            各機能実行の順です。  終了時は必ずドライバのクローズ操作を行います。

                テキストボックスに記入する値は全てＨＥＸ表記です。

              （例）１２ＢＩＴデータ８００Ｈなら３文字“８００”と入力します。
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スタートアップ・フォーム（frmDriver）

   本ボードのサンプルプログラムはドライバを開閉する当フォームから実行を開始します。
   cmdOk_Click【OKﾎﾞﾀﾝ】の処理で当 frmDriverを非表示し、frmMainをモーダルウインドウで
 表示します。 これがアプリケーションの本体となります。
   frmMainの cmdEnd_Click【ENDﾎﾞﾀﾝ】の処理は frmMainをアンロードします。 これにより
 frmDriverに制御が戻ってドライバのクローズ処理が行われ、プログラムを終了します。
   frmMainの cmdEndの処理が“ＥＮＤ”ではなく“Unload frmMain”であることに注意して
 ください。  また frmMainで使用する“iobase”“intr_no”“devno”の各変数は tda752.basで
 グローバル宣言してあります。

     ＯＰＥＮ         （cmdOpen）： デバイスドライバをオープンします。
                      ＷＩＮＤＯＷＳ９５・９８の場合は使用する割り込み番号を選択ボックス

                      cboDrvParamで指定して、ＮＴの場合は使用するデバイスドライバの枝
                     番号（０～15）を指定してから当ボタンをクリックします。

     ＣＬＯＳＥ     （cmdClose）： デバイスドライバをクローズします。

     ＯＫ             （cmdOk）： 設定したＩ／Ｏベースアドレスと割り込み番号をＨＥＸで
                    テキストＢＯＸに記入、選択してからクリックすると本ボードの存在を確認

                    し、存在していれば“frmMain”に制御を渡します。

                      また、（“frmMain”のアンロードで）制御が戻って来たらドライバのク

                    ローズを行い、終了します。

     ＥＮＤ         （cmdEnd）： 終了します。
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                              《メインフォーム／実行画面》

  ＲＥＳＥＴ   ＜cmdReset＞     ボードをリセットします。

    ＥＮＤ     ＜cmdEnd＞       当ｆｒｍＭａｉｎを閉じｆｒｍＤｒｉｖｅｒに制御を戻します。

（channel ０，channel １フレーム）：ＤＡ出力

  ＭＯＤＥ   ＜cmdCh0Mode＞     ＤＡ出力モード設定フォームｆｒｍＭｏｄｅを開きます。

             ＜cmdCh1Mode＞

   ＯＵＴ    ＜cmdCh0Out＞      txtCh0Data，txtCh1Data に入力された値をＤＡ変換・更新出力

             ＜cmdCh1Out＞    します。  出力値は次回操作まで保持されます。

                                Ｂｉｔ／Ｒａｎｇｅ／Ｍｏｄｅ／２’ｓＣｏｍｐのいずれかが前
                              回から変更されている場合はＭｏｄｅＳｅｔＤａプロシージャで

                              各設定を更新したうえで行います。

                              （２’ｓＣｏｍｐ：セットなら２の補数、リセットならバイナリ）

  SYNC OUT   ＜CmdSyncOut＞     channel １フレームの SyncOutput チェックボックスがチェック

                              されているときチャンネル０、１を同時に更新出力します。

（Digital フレーム）

  タイマー   ＜tmrGetDi＞       タイマのプロパティで設定した時間々隔で汎用デジタル入力と

                              外部割り込み入力を調べ、シェイプコントロールのランプに表示

                              します。

                                また、デバイスドライバのＧｅｔＩｎｔｒＣｏｕｎｔ（）関数

                              から得た割り込みの発生回数値をｔｘｔＩｎｔｒＣｎｔに表示し

                              ます。

  ＯＵＴ     ＜CmdDo＞        ｔｘｔＤｏＤａｔａに入力された汎用デジタル出力値を更新出力

                              します。  出力値は次回操作まで保持されます。

                                      （4ビットなので０～Ｆと記入／３－８項参照）
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 （Interrupt フレーム）

    ＥＮＡＢＬＥ     ＜CmdIntrEn＞    割り込みの発生回数を示すＩｎｔｒ Ｃｏｕｎｔ値をクリ

                                    アし、本ボードからの割り込み信号出力を許可します。

    ＤＩＳＡＢＬＥ   ＜CmdIntrDis＞   本ボードからの割り込み信号出力を禁止します。

                          《モード設定フォーム／実行画面》

 （Bit フレーム）        ：＜fraBit，optBit＞ ＤＡデータのビット長（分解能）を選択します。

 （Mode フレーム）       ：＜fraMode，optMode＞ ＤＡ出力範囲の定義モードを選択します。

                                                                       ／２-２項参照。／

 （Range リストボックス）：＜cboRange＞ ＤＡ出力範囲を選択します。

 （Option フレーム）

２′ｓＣｏｍｐチェックボックス：   Range リストボックスでバイポーラ（±）出力範囲が選択

                     ＜chkComp＞   されているときに当チェックボックスをチェックすると、

                                   １６進数指定のＤＡデータが２の補数コードとして扱われ

                                   ます。／チェックされていないときはオフセットバイナリ／

                                     ユニポーラ（０～＋Ｆｓ）出力範囲が選択されているとき

                                   の１６進数指定ＤＡデータはストレートバイナリ扱いです。

ＦＯＲＣＥ ０[Ｖ] ｂｙ Ｉ？ チェックボックス：   チェックされているとき、汎用デジタル

                                ＜chkForce0V＞   入力による強制０ｖ制御が有効になります。

                                                                        （３-５項参照）


